






. は じ め に
講義支援システム JenzabarIMS における利用者・利用科目の推移について，平成21年 9 月 7 日に開催
された「第五回 e-Learning 研究会」において報告した。21年度として記載されているデータは 8 月時点
で集計したものである。
. 登録教員数の推移
































































テムは学籍番号での管理，講義支援システムは kaede ネット ID での管理と，ユーザを管理するための
ID が両者別の ID でされているため，データの移行が難しい。また，受講者登録に関しても，講義支援
システムでの受講生登録は，必ずしも教務履修データと同一でない場合がある。講義支援システム上で外
部からの出席データを取り込む場合，受講生が一致していないとならないため，受講生が一致していない
可能性のある出席管理システムからのインポートは行うことができない。
